
大学に入る前はブラックホールに興味があったので、理学部である第1類に入り、2

年生になって物理学科に進みました。物理学科で一番影響を受けたのが実験で

す。実験は必修で、さまざまな物理の基礎となる実験を1年間行いました。その実

験で目を疑うようなすごいことが、次々に起こったのです。超伝導などの特異な現

象が現れる低温物理という分野です。結局、ブラックホールよりも低温物理に強く

魅かれて「大熊哲研究室」を選びました。

平塚江南高校 出身　河合塾大学受験科 出身

理系の素晴らしさは、何と言ってもそのスケールの大きさです。私が小

さいころから興味を持ち、現在学んでいる物理学は、「宇宙を支配する

法則とはどんなものか」を探究する学問です。その研究ができて、スペ

シャリストとして養成する実績のある大学は東工大であることを知り、

東工大を強く志望しました。

学 部 と 学 科 の 選 択

実 験 ・ 研

将 来 の 夢

究 様の 子 実 験 ・ 研 究 様の 子

宇宙から絶対零度へと物理学の思いが移る

物理学科で学ぶ物理は、日常の感覚が通用しない電子レベルの小さな世界を記

述する量子力学を中心に、数学を駆使して論じていきます。絶対零度付近では量

子力学の効果が顕著に現れるため、物質の本質的な物理を解明するために重要

なのです。私はこのような非常に低温の世界を研究しています。物質の本質的な動

きや性質を解明することは、摩擦や物が曲がる・折れるという現象につながり、そ

れは雪崩や地震の解明へもつながります。

地震の解明へもつながる低温物理学を研究

絶対零度といっても、温度を下げることは容易ではありません。専門的な装置を用

い、特別な方法で温度を下げていきます。将来はそのような装置をつくる仕事に就

くか、研究者として大学に残るか、何らかの形で低温物理に関わっていきたいで

す。低温物理の研究であれば今、同じ物質でも膜厚（原子数個分の厚さ）や磁場を

変えることで超伝導になったり絶縁体になったりする実験を行っているので、これ

を研究テーマとしようと思っています。

超低温の装置開発か超伝導の研究か

東工大を志望した思い

大学の授業は難しいのですが、わかりやすく丁寧には教えてくれると

は限りません。わからないことにぶつかり、自分で考え抜くことが研究

にとって重要だからです。河合塾では講師が予習の大切さを教えてく

れ、私は授業の前に何時間も考え抜きました。このような姿勢は大学

で学ぶ上で大いに役立っています。

河合塾で培った夢の原動力

大学では、わからないことにぶつかると図書館で調べたり、仲間と話し

合ったり、先輩や教授にヒントを貰うという日々です。このように苦労し

て学んだ物理が、実験で現実に目にすると興奮します。入試問題のど

んな難問よりも難しく、かつ美しく、驚きがあり、考えることが楽しくな

る学問が東工大では待っています。

後輩たちへのメッセージ

村上 瑛一さん 4年生

河合塾ＯＢ・ＯＧに聞く　わたしの研究ライフ

第1類

理学部 物理学科 大熊哲研究室 所属

自分たちの暮らしに役立つ研究がしたいと考え、第2類を選びました。この第2類

で、私たちの周囲にある物質の本質を勉強し、光ファイバーや液晶ディバイスな

ど、生活や社会に直接結びつくものをつくる材料工学に強く興味を持つようになり

ました。さらに材料工学は無機材料、有機材料、金属材料の3つに専門が分かれま

すが、私は金属材料を使った創成実験のおもしろさや、またユーモアある教授たち

に魅かれて、学科は金属工学科に決めました。

八王子東高校 出身　河合塾大学受験科 出身

高校生のとき東工大を見学し、キャンパス・研究設備・カリキュラム、す

べてが魅力的で、東工大生の話を聞いて、さらに「絶対この大学に通

いたい」「こんな先輩たちと一緒に研究したい」という思いを強くしま

した。現役時代、後期で他の国立大学に合格しましたが、東工大への

思いを断ち切れず再受験しました。

学 部 と 学 科 の 選 択

将 来 の 夢

暮らしに役立つ研究を志し金属工学科を選ぶ

授業では金属物質の性質や、あるいは金属を硬くすることや高温に耐えられるに

はどうするかなどを学んでいます。これらは自動車、航空機、ロケットエンジンなど

の開発につながっていきます。また、普段の講義で学んだことを活かし、創成実験

ではフレームカーと呼ばれる車と、動力となる電池を作り学内をレースします。こ

れらの“ものつくり”はとても楽しく、創造性にあふれています。研究室は材料系に

進もうかと思っています。

“ものつくり”の基礎を養うフレームカー実験

将来、何を手掛けるかは具体的にまだ決まっていませんが、自動車、航空機、ロケッ

トから家電製品など、企業の研究者として“ものつくり”の基礎となる金属材料の開

発に貢献したいと思っています。企業の研究者になりたいのは、自分たちの生活に

直接役立つ研究をしたいという、最初の思いからです。商品化するときに、軽量化

や耐久性向上などいろんな条件やコンセプトを考え、材料を絞り込んだり開発した

りする。私はそこに魅力を感じています。

商品開発の現場を金属材料研究で支える

私はよく、フェロー制度を利用しました。フェローの先生は、問題をそ

の場で解きながら説明してくれるので、解く過程や着眼を知ることが

できました。そのことが公式や解法の丸暗記ではなく、しっかりした原

理の理解につながりました。この差が大学に入ってからは大きく、今で

はとても役に立っています。

東工大生は研究に打ち込みながら趣味なども頑張り、理系人としての

誇りを持つ素敵な人ばかりで、互いに切磋琢磨しあい成長を高めてい

ます。また、東工大は世界へも目を向け、英語でプレゼンする場面も多

く、将来の仕事に役立つことに徹する大学です。東工大をめざすこと

は、皆さんにとって価値あることだと思います。

大塚 美咲さん 3年生

第2類

工学部 金属工学科 （材料系の研究室志望）

東工大を志望した思い

河合塾で培った夢の原動力

後輩たちへのメッセージ

物質の本質的な動きや性質を解明する

低温物理学の特異な世界に魅せられる

生活や社会に結びつく“ものつくり”に向け

身近から金属材料の可能性を探究する

大熊 哲 准教授 ［東京工業大学 大学院理工学研究科 物性物理学専攻］

私が専門とする物理学をはじめとする理学（1類）の学問は、自然を支配している基本法

則や起源の探求を通し、人類の知の開拓と科学技術の発展に貢献します。教員はみな世

界の最先端で活躍している研究者で、皆さんに最高の教育と研究の場を提供するよう日

夜努力をしています。大熊研究室では世界最先端の低温実験装置と独自に開発した測

定手法を用い、意欲溢れる学生等が協同して超伝導の基礎研究を進めています。超伝導

は多数の電子が揃った波の性質を示すことによってマクロに現れる量子現象です。私達

は超伝導体を実験の舞台とする独自の視点に立ち、量子効果によって発現する新しい物

質状態の探索や、これまで研究が困難だった摩擦現象、あるいは宇宙における秩序形成

の謎解きに迫るような、普遍法則を探求する研究を広く推進しています。

東大理学部物理学科・博士課程修了。東工大理学部物理学科助手、極

低温センター准教授を経て、現在物性物理学専攻所属。専門は低温物

理学、特に電磁応答による超伝導体の電子・磁束状態、相転移、非平

衡現象の研究。担当講義は力学、電磁気学、熱・波動、低温物理学等。

ようこそ！大 熊 研 究 室

（ 物 性 実 験 /低 温 物 理 ）

実験の様子 実験室

「鉄は神様からの贈り物！」。地球は鉄（Fe）の星といっても過言ではありません。身の回りの

物、自動車、ビル、橋、家電製品、コンピューター、台所用品、あらゆるものが鉄（Fe）を利用して

います。それは、鉄がちょっと工夫するだけでその性質を自在に変えられる不思議な元素だ

からです。しかも放っておくと土に還る究極のエコ材料です。文明は鉄の進化とともに発達し

てきたでしょう。これからもそうです。鉄を古い材料と思っている諸君、それは大間違い。最先

端の材料ですぞ。当研究室ではこのFeを中心に、発電プラントやジェットエンジンなど、過酷

な環境下で使っても劣化しない耐熱材料を創成する研究を世界中の仲間とともにしていま

す。エネルギーや環境問題の解決に深く関わる研究です。交換留学や国際会議での発表は

当たり前。先入観に捕らわれない、鴻鵠の志をもった世界に通用する人材教育をしています。

ようこそ！竹 山 研 究 室

（ 構 造 材 料 設 計 学）

竹山 雅夫 教授 ［東京工業大学 大学院理工学研究科 材料工学専攻（金属分野）］

札幌市出身。1977年に東工大第2類に入学。学生時代は準硬式野
球部に所属し野球に没頭。巨人ファン。1986年に博士号を取得後、
米国オークリッジ国立研究所に3年3ヶ月勤務。その後、金属材料
技術研究所（現：物質・材料研究機構）を経て、1993年に本学助教
授に転任。専門は金属組織学、強度学。好きな言葉は「鴻鵠の志」

アーク溶解炉（後ろにある実験装置）で作った
秘密の耐熱超合金！！

きらきら光る
のは

金属の結晶
です
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